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＜概要＞ 

メンタルヘルス不調には性格要因、職務要因など様々な要因が関係すると考えられているが、これ

らを統合したモデルや、実務上手を打ちやすい要因を組み込んだモデルについての実証的研究は尐な

い。本研究では実務に資するモデルとして、性格要因に加えて上司との垂直的交換（ＬＭＸ）を組み

込んだモデルを提示する。検証の結果、性格要因と垂直的交換（ＬＭＸ）はともにメンタルヘルス不

調の発生率に影響することが確認された。 
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１．問題意識 

企業内において、メンタルヘルス不調は大きな課題となっている。厚生労働省の平成 23 年労働災

害防止対策等重点調査（2012）によると、過去１年間（平成 22 年 11 月 1 日から平成 23 年 10 月 

31 日までの期間。以下同じ）にメンタルヘルス不調により連続１か月以上休業又は退職した労働者が

いる事業所の割合は9.0％［22 年調査 7.3％］となっている。過去１年間にメンタルヘルス不調を抱

えた労働者がいる事業所の割合は 13.9％となっており、メンタルヘルス不調者について前年と比較し

た増減状況をみると、「ほぼ同じ」とする事業所の割合が 63.0％、「減尐」が 4.5％、「増加」が 3.5％

となっており、事業所規模が大きくなるほど「増加」が高くなっている。一時のメンタルヘルス不調

者の急増こそ落ち着いた観があるものの、依然として発症率は高い水準が続いているといえよう。 

そこで本研究では、企業内におけるメンタルヘルス不調を減らす方策を明らかにし、低減に資する

ことを目的とする。 

メンタルヘルス不調に陥る要因としては様々なものが挙げられている。一つは本人の性格要因であ

る。実務の場面において、メンタルヘルス不調を本人の性格要因に求める傾向は根強い。前述の労働

災害防止対策等重点調査においても、メンタルヘルス不調のある人のいる事業所が考えているメンタ

ルヘルス不調をきたした理由（複数回答）をみると、「本人の性格の問題」（64.0％）が最も多くな

っている。研究においても、メンタルヘルス不調の大部分を占めると考えられる抑うつにおいては、

メランコリー親和型性格（Tellenbach,1961）や執着的な性格（下田,1950）、自己没入（坂本,1997）

など、個人のパーソナリティとの関係性を示すものが数多くある。またこれらの完全主義, 執着性格, 

非機能的態度等といった異なる抑うつの心理的要因からうつ状態が引き起こされるメカニズムには, 

ネガティブな反すう傾向が共通要素として介在していることが示唆されており（伊藤・竹中・上

里,2005）、ネガティブな反すうに繋がりやすい性格特徴がメンタルヘルス不調に影響していることが

想定される。しかし性格要因は主要な要因ではあるものの、企業において性格を変える指導や支援を

行うのは現実的には困難である。 

また別の要因として、職務内容も挙げられる。職務内容については仕事の要求度とコントロール度

に着目したモデル（Karasek ,1979）があり、要求度が高くコントロール度が低い高ストレイン群でス

トレス反応が高く出ることが明らかにされている（Karasek and Theorell,1990）。しかしメンタルヘ

ルス不調を低減するために、職務の内容を変えるというのは難しい。 

そこで本研究では、実務上の対策を講じやすい要因として、上司との垂直的交換関係（ＬＭＸ）に

着目する。ＬＭＸは若手のパフォーマンスに寄与する他（若林・南・佐野,1980/若林・南・佐野,1984）、

組織社会化に大きく寄与する（竹内・竹内,2008）とされており、メンタルヘルス不調にも一定の効果

が期待できると考えられる。 
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そもそも実務の場面でメンタルヘルス不調に陥る過程は単一ではなく、National Institute for 

Occupational Safety and Health （米国立労働安全衛生研究所）が提唱するNIOSH Model of Job Stress

（1999）のように多様な要因が絡んで不調は発生すると考えるのが自然である。しかし、メンタルヘ

ルス不調と多様な要因の関係性を示した研究はほとんど見られない。 

よって本研究では、性格特性とＬＭＸがどのように影響してメンタルヘルス不調に結びつくのかに

ついてモデルの作成を試みる。 

また、ＬＭＸが強い状況では、本人の特性は組織への適応状況とあまり関係がないとの先行研究も

あり（大里、関口；2009）、良質なＬＭＸが存在するならば比較的メンタルヘルス不調につながりや

すい性格要因をもっていても補うことができるということが予想される。 

 

２．仮説 

 以上の問題意識から、本研究では 2 つの仮説を検討する。1 つは性格特性とＬＭＸはどちらか一方

ではなく、双方が影響してメンタルヘルス不調に影響するというモデルが成立するという仮説である。

もう１つは、良質なＬＭＸが存在する場合には、性格特性のメンタルヘルス不調への影響は抑制され

るという仮説である。この仮説が正しければ、良質なＬＭＸの形成を促進することで性格特性の影響

を最小限に抑えることができるといえよう。 

（仮説１）性格特性とＬＭＸの双方が影響してメンタルヘルス不調に影響するモデルが成立する 

（仮説２）良質なＬＭＸが存在する場合には、性格特性とメンタルヘルス不調の関係は抑制される 

 

３．手続き 

＜分析対象者＞ 

インターネット調査を用いて、新卒で就職した企業に現在も勤め続けている社会人を対象にデータ

収集を行った。1650 名の回答の中から、明らかに回答傾向の偏った者を除外した 1621 名を分析対象

とした。内訳は表１に示す通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分析に用いた変数＞ 

 主要な要因と想定される性格要因、垂直的交換（ＬＭＸ）のほか、影響が想定される要因として不

安・抑うつ傾向、仕事の負荷を分析に用いた。 

■性格要因 

 総合検査 SPI３（株式会社リクルートキャリア）の中から、「敏感性」と「自責性」の２つの性格

特性を用いる（α係数は.87 .82）。敏感性は些細なことが気になるなど神経質な傾向を測定している

ものであり、自責性はくよくよしたり悲観的になったりするなど憂鬱な気分になりやすい傾向を測定

している。この２尺度はネガティブな反すうにつながる傾向であると考えられる。 

■垂直的交換（ＬＭＸ） 

メンタルマネジメントサーベイ（株式会社リクルートマネジメントソリューションズ）から、上司

の「しくみづくり」「場づくり」を用いる（α係数は.87 .87）。しくみづくりは「方針や目標を明確

にし、一貫した基準に基づいて効果的で効率的な組織運営をしている」度合いを測定し、場づくりは

「一人ひとりの強みや持ち味を活かしながら、共通の目標に向かって協働を促している」度合いを測

表１　分析対象としたデータ
■メンタルヘルス不調 ■性別 ■業種
不調の診断あり 148 男性 809 メーカー 576
健常 1473 女性 812 ＩＴ・通信 242

サービス 136
■年次 マスコミ 13
1年目 312 金融・保険 208
2年目 317 商社 98
3年目 324 専門コンサル 10
4年目 335 流通・小売 126
7年目 333 その他 212



定する尺度である。 

■不安・抑うつ傾向 

 ストレス反応の測定には、職業性ストレス簡易調査票（旧労働省作業関連疾患の予防に関する研究

班）から「不安感」「抑うつ感」を用いる（α係数は.79 .91 ）。 

■仕事の負荷 

 メンタルマネジメントサーベイから、「仕事の量的負荷に対するストレス」「仕事の質的負荷に対

するストレス」を用いる。 

 

４．分析結果 

仮説１を検証するためにモデルを作成した。分析結果を図１に示す。要因間の影響を比較するため、

全体の分析については標準化解を用いた。適合度指標はGFI=.982、AGFI=.964、RMSEA＝.055であり、

適合度としては十分な値が確認された。メンタルヘルス不調の予測については、決定係数が0.068（重

相関係数.26）であり、2値データであるメンタルヘルス不調の診断有無を目的変数とした予測モデル

としては一定の水準に達していると解釈できる。 

図1　メンタルヘルス不調につながるモデル
GFI = 0.982
AGFI = 0.964
RMSEA = 0.055
p < 0.01
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パス係数の値をみると、「メンタルヘルス不調の診断」には、「不安・抑うつ傾向」が影響してい

る（.26, p<.01）。「不安・抑うつ傾向」には「ネガティブな反すう傾向」が直接影響している（.36, 

p<.01）ほか、「仕事の負荷認知」も影響している（.44, p<.01）。「仕事の負荷」には「ネガティブ

な反すう」傾向が影響している（.33, p<.01）が、「垂直的交換（ＬＭＸ）」は「仕事の負荷」を軽

減する方向に影響を与えている（-.27, p<.01）。 

以上より、性格要因がメンタルヘルス不調に大きく影響している一方で、良質な垂直的交換により

仕事の負荷を軽減することによって、メンタルヘルス不調を軽減する可能性が示された。 

また、仮説２を検証するためにＬＭＸ（しくみづくり・場づくりの平均値）の高低及び性格要因（敏

感性・自責性の平均値）の高低とメンタルヘルス不調の発生率を比較した。分散分析の結果、ＬＭＸ

の高低、性格要因の高低はそれぞれ主効果を認めたものの、交互作用については有意ではなかった。

よって仮説２は否定された。 
図２　LMXの高低、性格要因の高低とメンタルヘルス不調発生率の関係
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５．考察 

 仮説１と２の検証結果より、性格要因とＬＭＸは双方がメンタルヘルス不調に影響していることが

確認できた。また性格要因とＬＭＸはそれぞれが独自の効果をメンタルヘルス不調に対して与えてい

ることが示唆された。 

前述の通りＬＭＸは若手のパフォーマンスや組織社会化に有効な戦術である。メンタルヘルス不調

対策は現場においてはアドオンの施策として現場のマネジメントに負荷をかけると認識されがちであ

るが、本研究結果からはＬＭＸにより従業員のパフォーマンス向上を図りながらメンタルヘルス不調

の発生低減を同時実現することが可能であることが示唆されている。それは取りも直さず、メンタル

ヘルス不調の予防として日常のメンバーマネジメントが重要であることを示すものであろう。 

またＬＭＸの効果が性格要因の効果と無相関であることからは、多様性のマネジメントの重要性が

示唆される。性格要因を見ることでメンタルヘルス不調のリスクを見極めたいという要望は実務的に

は多く寄せられるが、たとえ高リスクな性格要因をもつ個人であっても、適切なマネジメントがなさ

れればメンタルヘルス不調に陥らずその持ち味を発揮できるということが本研究からは示唆される。

メンタルヘルス不調を低減するためには本人の性格要因の見極めだけでなく、メンバーマネジメント

力のある上司を育成し、そのような上司の元に配属するということも重要であるといえよう。 

 一方で本研究には課題もある。まずデータの取得タイミングが併存的であり、厳密に因果関係を捉

えているとはいいがたい。可能性としてはメンタルヘルス不調の発症後にＬＭＸについての認識が変

わったり、配置換えなどを経験したりしている可能性もあり、今後時系列的なデータを用いての検証

が望まれる。 

結果指標として用いているメンタルヘルス不調も多くはうつ病と思われるものの、定義は明確では

ない。またうつ病の中においても、近年いわゆる新型うつ病（ディスチミア親和型）といわれるよう

な従来のうつ病とは違う性格特性をもった個人が多く発症するものが含まれている可能性がある。厳

密な検証のためには、疾患名や症状を明確にして調査を行う必要がある。 
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